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令和8年　第1回　野木町議会臨時会

　３月３日（火）から 17 日（火）までの 15 日間の会期で３月定例会が開かれ、町長
から提案された議案 25 件、議員提案の議案１件、及び追加議案４件（うち議員提案の
議案１件）を審議しました。各議案の審議結果は次ページのとおりです。

会 期 日 程
３月　３日（火） 本 会 議
３月　４日（水） 一 般 質 問
３月　５日（木） 一 般 質 問

議 会 改 革 特 別 委 員 会
３月　６日（金） 総 務 経 済 常 任 委 員 会

文 教 民 生 常 任 委 員 会
３月　７日（土）・８日（日） 休 　 会（ 議 事 調 査 日 ）
３月　９日（月）・１０日（火）・１１日（水） 予 算 決 算 常 任 委 員 会
３月１２日（木） 休 　 会（ 議 事 調 査 日 ）
３月１３日（金） 予 算 決 算 常 任 委 員 会
３月１４日（土）・１５日（日）・１６日（月） 休 　 会（ 議 事 調 査 日 ）
３月１７日（火） 本 会 議

令和8年　第2回　野木町議会定例会

　１月 20 日（火）に１月臨時会が開かれ、町長から提案された議案９件を審議しました。
各議案の審議結果は次のとおりです。

1月臨時会議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 1 号 野木町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を
改正する条例 賛成多数 可　決

第 ２ 号 野木町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例 賛成多数 可　決

第 ３ 号 野木町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 ４ 号 令和７年度野木町一般会計補正予算（第７号） 全員賛成 可　決

第 ５ 号 令和７年度野木町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可　決

第 ６ 号 令和７年度野木町介護保険特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可　決

第 ７ 号 令和７年度野木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 全員賛成 可　決

第 ８ 号 令和７年度野木町水道事業会計補正予算（第３号） 全員賛成 可　決

第 ９ 号 令和７年度野木町下水道事業会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決
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3月定例会議案審議結果
議案番号 件　　　　　　　　　名 賛成・反対 議決結果

第 1 号 野木町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定 全員賛成 可　決

第 2 号 野木町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改
正する条例 全員賛成 可　決

第 3 号 野木町一般旅券印紙等購買基金条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 4 号 野木町介護保険条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 5 号 野木町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例 全員賛成 可　決

第 6 号 野木町水道事業給水条例の一部を改正する条例 賛成多数 可　決

第 7 号 野木町下水道条例の一部を改正する条例 賛成多数 可　決

第 8 号 野木町健康センターの設置及び管理に関する条例の廃止 全員賛成 可　決

第 9 号 専決処分事項（専決第１号）の承認を求めること
※令和７年度野木町一般会計補正予算（第８号）（衆議院議員選挙費） 全員賛成 承　認

第1 0号 令和７年度野木町一般会計補正予算（第９号） 賛成多数 可　決

第1 1号 令和７年度野木町国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決

第1 2号 令和７年度野木町介護保険特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決

第1 3号 令和７年度野木町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決

第1 4号 令和７年度野木町水道事業会計補正予算（第４号） 全員賛成 可　決

第1 5号 令和７年度野木町下水道事業会計補正予算（第５号） 全員賛成 可　決

第1 6号 第９次野木町総合計画基本構想の策定 全員賛成 可　決

第1 7号 令和８年度野木町一般会計予算 賛成多数 可　決

第1 8号 令和８年度野木町国民健康保険特別会計予算 全員賛成 可　決

第1 9号 令和８年度野木町介護保険特別会計予算 全員賛成 可　決

第2 0号 令和８年度野木町後期高齢者医療特別会計予算 全員賛成 可　決

第2 1号 令和８年度野木町営墓地事業特別会計予算 全員賛成 可　決

第2 2号 令和８年度野木町水道事業会計予算 賛成多数 可　決

第2 3号 令和８年度野木町下水道事業会計予算 賛成多数 可　決

第2 4号 町道路線の認定 全員賛成 可　決

第2 5号 町道路線の変更 全員賛成 可　決

第2 6号 野木町議会傍聴規則の一部を改正する規則（議員提案） 全員賛成 可　決

追加議案
第 1 号 令和７年度野木町一般会計補正予算（第10号） 全員賛成 可　決

追加議案
第 ２ 号 令和８年度野木町一般会計補正予算（第1号） 全員賛成 可　決

追加議案
第 ３ 号 工事請負契約の変更　※野木工業団地交差点改良工事 全員賛成 可　決

追加議案
第 ４ 号

アメリカ合衆国とイスラエルによるイランへの武力攻撃に抗議する決議（議員提
案）

賛否同数
（注） 可　決

※色付きの案件は賛否が分かれたものです。賛否の詳細は10ページに掲載しています。

（注）賛成と反対が同数だったため、議長裁決により可決されました。
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令 和８年 度 一 般 会 計 当 初 予算　　　　　　　　　総額96億5,500万円 
予算決算常任委員会で　　　慎重に審議しました予算決算常任委員会で　　　慎重に審議しました

一般会計歳入

委員会審議結果　全会計

一般会計歳出（目的別）
款 令和８年度予算額 令和７年度予算額 増減額 増減率（%）

議 会 費 1億    348 万円 1億    620 万円 △ 272万円 △ 2.6

総 務 費 10億 6,649 万円 12億 1,369 万円 △ 1億 4,720 万円 △ 12.1

民 生 費 37億 3,908 万円 35億 4,501 万円 1億 9,407 万円 5.5

衛 生 費 10億 8,537 万円 9億 5,366 万円 1億 3,171 万円 13.8

農 林 水 産 費 2億 5,107 万円 2億 2,417 万円 2,690 万円 12.0

商 工 費 1億 4,082 万円 1億 3,322 万円 760万円 5.7

土 木 費 9億 5,725 万円 11億    190 万円 △ 1億 4,465 万円 △ 13.1

消 防 費 3億 4,965 万円 3億 7,760 万円 △ 2,795万円 △ 7.4

教 育 費 12億 1,352 万円 11億 8,836 万円 2,516 万円 2.1

災 害 復 旧 費 1千円 1千円 0千円 0.0

公 債 費 7億 2,827 万円 10億 6,919 万円 △ 3億 4,092 万円 △ 31.9

諸 支 出 金 1千円 1千円 0千円 0.0

予 備 費 2,000万円 2,000 万円 0万円 0.0

合 　 計 96億 5,500 万円 99億 3,300 万円 △ 2億 7,800 万円 △ 2.8

３月定例会の予算決算常任
委員会では、令和８年度の各
会計に関する予算審議を行い
ました。
委員会は、延べ４日間にわ

たり、各課ごとに概要説明・
質疑応答を３日間行った後、
４日目には総括質疑・予算の
可否に関する賛否の意見集
約・委員会審議結果の表決を
行いました。
主な質疑応答は、６ページ

をご覧ください。 町 税
38億9,889万円

使用料及び手数料
3,536万円

繰越金
1億3,570万円

繰入金
4億404万円

その他
1億1,783万円

分担金及び負担金
5,103万円

各種交付金
1億2,148万円

地方譲与税
9,497万円

地方消費税
交付金

6億3,000万円

国・県支出金
23億3,220万円

町債
4億4,350万円

地方交付税
13億9,000万円

依
存
財
源

自
主
財
源

歳 入
96億5,500

万円

51.8％48.2％

△：マイナス
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歳　入
自主財源	 46億 4,286 万円

依存財源	 50億 1,214 万円

歳　出
義務的経費	 47億        7 万円

投資的経費	 5億 3,685 万円

その他の経費	 44億 1,808 万円

令 和８年 度 一 般 会 計 当 初 予算　　　　　　　　　総額96億5,500万円 
予算決算常任委員会で　　　慎重に審議しました予算決算常任委員会で　　　慎重に審議しました

一般会計歳出

原案のとおり「可決すべき」と決しました

特　別　会　計
会計名 令和８年度予算額 令和７年度予算額 増減額 増減率（%）

国民健康保険特別会計 27億 3,573 万円 27億    869 万円 2,704 万円 1.0

介護保険特別会計 22億 2,701 万円 20億 9,797 万円 1億 2,904 万円 6.2

後期高齢者医療特別会計   5 億 1,816 万円   4 億 6,282 万円 5,534 万円 12.0

町営墓地事業特別会計 4,932 万円 4,642 万円 290万円 6.2

水道事業会計
収入 支出

収益的※1 3 億 8,748 万円 4億 2,003 万円
資本的※2 1 億 6,731 万円 2億 8,466 万円

下水道事業会計
収入 支出

収益的※3 7 億    146 万円 6億 9,937 万円
資本的※2 5 億 9,279 万円 7億 7,399 万円

※ 1 収益的収支とは水道事業の経営活動によ
り発生する収支。（水道料金、人件費等）

※2 資本的収支とは施設の建設改良に関する
投資的な収支で、将来に結びついていくも
の。（企業債等）

※3 収益的収支とは下水道事業の経営活動に
より発生する収支。（下水道使用料、農業
集落排水施設使用料等）

人件費
16億9,935万円

補助費等
16億4,434万円

普通建設事業費等
５億3,685万円

普通建設事業費等
５億3,685万円

公債費
7億2,827万円

扶助費
22億7,245万円

物件費
17億974万円

維持補修費
6,507万円

積立金等
7,195万円

繰出金
9億2,698万円

歳 出
96億5,500

万円

48.7％45.7％

5.6％
投資的経費

義
務
的
経
費

そ
の
他
経
費
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出産祝金支給事業
一般会計 /住民課

令和８年度から出産祝金として、一
律３万円を支給することになるが、

以前の出産祝金は第３子への 10万円支給
だった。結果としては減額となるが、どの
ように考えているか伺う。

第３子は減額になるが、人数の多い第
１子、第２子へ、より支援する必要が

あると判断したため、一律３万円とした。

ふるさと応援寄附金事業
一般会計 /政策課

一般寄附金ふるさと納税を、前年度比
で1,100万円増額とした理由を伺う。

令和７年度は米が高評価で、すでに
約5,500万円の寄附金が入っている。

令和８年度以降は栃木県の共通返礼品であ
る米やイチゴ、
梨を強化するこ
とを考えている
ため、増額とし
た。

ふるさと納税

道路維持補修事業
一般会計 /都市整備課

道路維持補修事業の中の「ワンコイ
ン浸水センサ」の詳細について伺う。

センサを電柱の根本等に設置し、一
定のライン（約 10㎝）まで水位が上

がると都市整備課に情報発信され、町内冠
水情報をリアルタイムに収集ができる。ま
た、多角的な分析を行うことにより、迅速
な道路管理体制を構築することができるも
のである。

道路維持補修

3,073 万円 出産祝金 330 万円

沿道系利用ゾーン需要調査等業務
一般会計 /産業振興課

沿道系利用ゾーン需要調査業務の調
査内容を具体的に伺う。

沿道サービス施設等の立地が期待さ
れる地区について、交通状況・商圏・

観光資源・地域産業など、効果的な土地利
用の在り方を将来的な視点で調査するもの
である。

沿道系利用ゾーン

川西配水場保守点検及び水質検査業務
水道事業会計 /上下水道課

川西配水場保守点検及び水質検査業
務が前年度比で増額となった理由を

伺う。

令和８年度から、
人体への影響があ

るといわれているPFAS
（有機フッ素化合物）の
水質検査項目を追加した
ためである。

水　　道

物価高騰対応学校給食費補助金
一般会計 /こども教育課

学校給食食材費の基準額を超える額
は、物価高騰対応重点支援地方創生

臨時交付金を充当するとのことだが、今後、
交付金がなくなった場合の対応をどう考え
ているか伺う。

それ以上の物価高騰になった場合に
は、保護者負担も含めて検討しなく

てはならないと考えている。

学校給食費

 予算決算常任委員会
予算審議における Q&A

委員長報告より
抜粋

590 万円

365 万円

１億977 万円

１億2,157 万円
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令和７年度野木町一般会計補正予算（第７号）

歳入歳出予算の総額にそれぞれ３億3,074 万円を追加し、総額を106億 8,808 万円とするもの
です。

〈主な内容〉

・地域振興生活応援商品券実行委員会（1億 7,896万円）
　町民１人につき6,000円分の地域振興生活応援商品券を配布するため、事業を行う実行委員会に
対して補助を出すものです。（配布対象：令和8年１月１日時点で野木町に住所登録がある方）

・物価高対応子育て応援手当（6,820万円）
　令和７年９月分の児童手当支給対象児童と、令和７年10月１日から令和８年３月31日までに出
生した児童に対し、１人につき20,000円（１回限り）を支給する事業です。

・物価高騰対応水道事業会計補助金（2,246万円）
　令和8年１月～3月使用分の水道基本料金（3か月分）の７割を減免する事業です。
　※上記の３事業は、国の物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金を活用して行う事業です。

　その他、特別会計への繰出金や職員給与等の人件費増額などがあります。

議案第４号

気になる議案をピックアップ！

１月臨時会

気になる議案をピックアップ！

野木町特定乳児等通園支援事業の運営に関す
る基準を定める条例の制定

　子ども・子育て支援法等の一部改正により、
新たな給付制度として特定乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）が創設されたことに
伴い、事業者が満たすべき運営上の基準を定め
るものです。
　委員会審議結果　「可決すべき」
　本会議議決結果　全員賛成で「可決」

「こども誰でも通園制度」とは…
　保護者の就労状況に関わらず、保育園などに
通っていない０歳６か月から２歳の子どもが、
月10時間まで保育園
などを利用できる制
度です。
　この制度は、子ども
の成長を支援し、子育
て家庭の負担軽減を
目的としています。

野木町水道事業給水条例の一部を改正する
条例

　災害等の際、他の市町村長又は他の市町村長
が指定した工事事業者が給水工事を行うことが
できるよう規定するとともに、10月１日から
の水道料金を改定するものです。

議案第１号

議案第６号

１月臨時会

３月定例会

３億3,074 万円

文教民生常任委員会に付託された議案事件

【改定後の水道料金】

口径 基本料金
（１ヶ月）

従量料金（１㎥）

10㎥まで 11㎥から

13mm 910円

30円 152円

20mm 1,080 円

25mm 1,180 円

30mm 1,330 円

40mm 1,830 円

50mm 4,140 円

75mm 5,950 円

100mm 8,550 円
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議案第 16 号
第９次野木町総合計画基本構想の策定

　まちづくりに対する基本的理念を提示し、目指すべき町の将来像と達成のために必要な施策の大綱
を定めた第９次野木町総合計画基本構想を策定するため、議会の議決を求めるものです。

〈基本構想の主な内容〉

１．町の将来像
�　自然と人との調和がとれた住みよいふるさとを受け継ぎ、すべての町民がうるおいのある喜び
に満ちた暮らしが送れるよう「水と緑と人の和でうるおいのあるまち」を将来像として掲げ、そ
の実現を目指します。

２．施策の大綱
�　将来像の実現に向け、横断的な目標と４つのまちづく
りの基本目標を定め、施策を展開します。
　・横断的目標
　　「多様な主体がともに協力しあえるまち」
　・基 本 目 標
　　①�豊かな自然と共生するうるおいのあるまち
　　②幸せあふれる活力あるまち
　　③人を育み、文化の息づくまち
　　④ともに支え合い、協力しあえるまち

野木町下水道条例の一部を改正する条例

　災害等の際、他の市町村長の指定を受けた工
事事業者が排水設備工事を行うことができるよ
う規定するとともに、10月１日からの下水道
使用料を改定するものです。

令和７年度野木町一般会計補正予算（第９号）

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ１億 9,327
万円を追加し、総額を108億 9,565 万円とす
るものです。

〈主な内容〉

・災害対策事業（1,092万円）

　災害時に備え、防災倉庫や災害時調理器具及
び照明器具を新たに購入するものです。

・中学校施設改修事業（１億2,320万円）

　中学校２校の体育館にエアコン設置工事を行
うものです。令和７年度の国庫補助事業として
採択され、令和８年度に執行となります。

・体育施設管理事業（6,048万円）

　野木町体育センターのエアコン設置工事等を
行うものです。

　その他、各費目の執行による不用額の減額等
によるものがほとんどです。

議案第７号 議案第 10 号
１億9,327 万円

【改定後の下水道料金】

種別 基本使用料
従量使用料

汚水量 1㎥

一般用 1,090円

10㎥まで 30円

10㎥を超え20㎥まで 150円

20㎥を超え50㎥まで 160円

50㎥を超え100㎥まで 170円

100㎥を超えるもの 180円

臨時用 １㎥につき180円
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町道路線の認定

　新たに町道として認定するため、議会の議決
を求めるものです。
　路線名：松原85号線、松原86号線
　　　　　松原87号線、松原88号線

　委員会審議結果　「可決すべき」
　本会議議決結果　全員賛成で「可決」

〈追加議案第１号〉
令和７年度野木町一般会計補正予算（第10号）

　歳入歳出予算の総額にそれぞれ 6,145 万円
を追加し、総額を109億 5,711 万円とするも
のです。

〈追加議案第２号〉
令和８年度野木町一般会計補正予算（第１号）

　歳入歳出予算の総額をそれぞれ 6,145 万円
減額し、総額を95億 9,354万円とするもので
す。

【概要】
　令和８年度当初予算で計上していた国庫補助
金「地域未来交付金」の予算措置が、令和７年
度の補正予算で手当てされることとなったた
め、急遽、年度を改めて計上するものです。既
に計上されていた令和８年度予算は、追加議案
第２号で同内容が全て減額となります。
　議案第１号に計上した当該事業は令和８年度
に繰越することとしたため、国からの交付決定
後、４月当初より執行が可能となるため、迅速
に事業に着手することができるようになりま
す。

町道路線の変更

　町道路線を変更するため、議会の議決を求め
るものです。
　路線名：区画街路43号線

　　委員会審議結果　「可決すべき」
　　本会議議決結果　全員賛成で「可決」

議案第 24 号

追加議案第１号
追加議案第２号

議案第 25 号総務経済常任委員会に付託された議案事件 総務経済常任委員会に付託された議案事件

工事請負契約の変更

　工事箇所の地下に埋設された雨水管の一部に
経年劣化に起因すると思われる崩落が確認さ
れ、追加工事を施工するにあたり、契約を変更
するため、議会の議決を求めるものです。

　工 事 名：�町道一級幹線１号線ほか１路線交
差点道路改良工事

　契約金額：変更前　101,420,000円
　　　　　　変更後　103,444,000円
　　　　　　増　額　　 2,024,000円

追加議案第３号

野木工業団地内交差点
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  令和8年1月臨時会･3月定例会の  各 議 案 に 対 す る 賛 否 （議長を除く）

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

議　員

議案等

宮
﨑
美
知
子

館
野
　
孝
良

坂
口
　
進
治

鈴
木
　
孝
昌

針
谷
　
武
夫

松
本
　
光
司

折
原
　
勝
夫

小
泉
　
良
一

梅
澤
　
秀
哉

小
川
　
信
子

野
田
　
光
典

久
木
　
亘
佑

賛
　
　
成

反
　
　
対

採
決
等
結
果

１月臨時会

野木町議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関す
る条例の一部を改正する条例 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

野木町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改
正する条例 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

３月定例会

野木町水道事業給水条例の一部を改正する条例 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

野木町下水道条例の一部を改正する条例 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

令和７年度野木町一般会計補正予算（第９号） × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 10 ２ 可 決

令和８年度野木町一般会計予算 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

令和８年度野木町水道事業会計予算 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

令和８年度野木町下水道事業会計予算 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11 1 可 決

アメリカ合衆国とイスラエルによるイランへの武力
攻撃に抗議する決議 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × × 〇 × × ６ ６ 可 決

（注）

※表内の○は賛成、×は反対

反 対 　宮﨑　美知子　議員

１．‌�　町は水道事業のあらゆる支出は料金でまかなう考え方を示したが、今回の改定で料金回収
率は105％を超える。料金回収率は、料金によって経営費用をどれくらい回収できている
のかを見たもので経営状況を反映する。大規模事業体ほど高く小規模事業体ほど低い。総務
省資料（2023年度版）に基づきまとめた「全国の給水人口規模別の経費回収率」レポート
によれば、最高回収率は人口30万人以上の事業体で102％だった。

　�　なぜ、人口２万５千人の野木町が30万人以上の事業体より経営状況がいいのか。平均
25％という値上げ率が大き過ぎるからではないか。町民が物価高騰に苦しむさなか、町は
ここまで黒字化して何をしたいのか。

２．�　野木町の料金回収率は96.8%で、類似団体比較でも遜色ない。今回の改正は、独立採算
制に固まり必要以上の値上げをしていくというのが実態ではないか。

討 論  ‌�野木町水道事業給水条例の一部を改正する条例
※討論は本人が要約して執筆

（注）賛成と反対が同数だったため、議長裁決により可決されました。
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討 論  ‌�令和７年度野木町一般会計補正予算（第９号）
※討論は本人が要約して執筆

反 対 　宮﨑　美知子　議員
１．�　役場正門改修工事187万円は、役場前信号機の撤去を前提とした改修工事として昨年９

月定例会で可決された。しかし、議決後に次々と町の「議案上程根拠の誤り」が明らかにな
り今回の減額補正となった。誤った提案理由により役場前信号機は一時、風前の灯火となっ
たのである。

　�　提案理由が事実ではないと分かった時に謝罪訂正を行う事は、地方自治法に基づく基本原
則です。今回の減額補正に際し町は、昨年９月定例会の際の「提案理由」の訂正と謝罪を行
うべきであります。また、「町はなぜ、撤去は動かしがたい事実と結論づけ改修費の計上となっ
たのか。」追究してほしい。

２．�　延べ床面積874㎡（265坪）の「健康センター」の解体工事予算１億6,331万円が８年
度予算に計上された。534万円の設計委託費が含まれるが、それとは別に、アスベスト調
査として138万円ものお金が必要なのか。

 賛 成 　鈴木　孝昌　議員
本案に対する反対討論の中で、執行部の役場前信号機撤去経緯説明で耐用年数の誤りがあった

と指摘し、説明内容の訂正並びに謝罪をするべきであると発言がありました。
その点は、信号機の設置管理をしている警察の誤認であり、執行部に対して責任を問う内容で

はありません。執行部の確認不足を議論するのであれば、これを意思決定した議会も確認不足と
いう点で同様の責任を負うべきです。
12節、委託料、野木町健康センターのアスベスト調査業務費を計上するのはおかしいとの発

言がありましたが、積算した事業費であり、あくまでも予定価格です。その金額に対して現時点
での指摘は反対理由としてふさわしくありません。この度の補正は、主に執行残並びに補助金の
確定に基づいた補正予算であり、問題はないと考えます。

　令和８年１月22日（木）に小山市役所において小
山市議会と野木町議会との議員研修会を実施しまし
た。
　CoCo Consulting 株式会社 DXアドバイザーの森 
亮二氏をお招きし、「どうする？どうなる？令和の地
方議会～DX（変革）のすすめ」をテーマに、社会の
変化に対応するために、地方議会でいかにトランス
フォーメーション（変革）を進めるべきか学びました。
　デジタル化することが目的ではなく、住民目線で政
策や環境を変革することが本質であり、議会の役割と
して主体的に仕組みを見直す重要性を改めて感じま
した。

小山市議会と研修会を実施しました
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野木町議会からのお知らせ

議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は令和８年６月５日（金）10 時から開会予定です。　　

　上記の追加議案第４号については、議案提案後の質疑で様々な意見が交わされました。
　主な意見は以下のとおりです。
　◯��政府においても国際法に抵触するか判断されていない状況下、さらに議会内での熟議が十

分ではなく、地方議会が決議するのは時期尚早である。
　◯�国際法の議論以前に、原油価格が高騰して町民に経済的負担が生じている今こそ町議会と

して意思表示すべきである。

　質疑終結後の採決では、賛成６名、反対６名で同数となったため、議長裁決により「可決」
となりました。

　2025 年６月のイラン・イスラエルによる 12日間戦争に端を発する国際社会の緊張緩
和に向け、国連を中心に世界各国が外交努力を進めている最中にも関わらず、アメリカ
合衆国とイスラエルは2026年２月 28日にイランに対しミサイルによる武力攻撃を開始
し、国の統治権・最高独立性・最高決定権という国家主権を侵害するとともに、無差別
に罪のない人々の命を奪っています。
　このようなアメリカ合衆国とイスラエルによる武力攻撃は、国連憲章第２条第４項の
武力による威嚇又は武力の行使に抵触する行為です。
　また、国際法では他国への武力による先制攻撃の行為を禁じており、この度の武力攻
撃は国連憲章及び国際法の深刻な違反であるとともに、国際社会の平和と安全を著しく
損なう暴挙であると言わざるを得ません。
　さらに、本件は世界経済にも大きな影を落としており、原油高を要因とする物価高騰、
為替や株の変動など、不安定な経済状況を引き起こしています。
　このような状況を、野木町議会として断じて容認することはできません。
　よって、アメリカ合衆国とイスラエルに対し、イランへの武力攻撃を速やかに停止す
ることを強く求めます。
　以上、決議する。

　令和８年３月 17日

決 議 文決 議 文

野木町議会

３月定例会　追加議案第 4号３月定例会　追加議案第 4号
アメリカ合衆国とイスラエルによるイランへの武力攻撃に抗議する決議アメリカ合衆国とイスラエルによるイランへの武力攻撃に抗議する決議
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（質問・答弁ともに質問者が要約して執筆）　３月定例会における一般質問
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問

答
小泉　良一　議員

築堤の設計は既に終了している

思川の治水対策について

思川の治水対策について伺います。

現在、松原大橋上流部は、国と県で連
携して思川左岸堤防築堤に向けて進め

ているところです。

川西地区水防拠点整備について伺いま
す。
本年度から駐車場整備など、基盤の整
備を進めています。令和８年度には水

防拠点の機能を充実させるため、水防倉庫の
設置とあずまや、ベンチなどの設置を計画し
ています。令和９年度には、トイレの設置を
計画しているところです。

公共交通施策について伺います。

令和８年２月よりＡＩデマンド交通シ
ステムを導入しました。ＡＩシステム

の導入及び１台増車したことで一定の効果が
あったと考えています。

町独自の非常勤講師、支援員、スクー
ルカウンセラー等の配置について伺い

ます。
現在、非常勤講師14名、複式学級解消
支援員１名、教員業務支援員３名、日

本語指導員２名、学校図書館司書７名、学校
補助事務員７名、スクールカウンセラー２名、
英語力向上推進リーダー１名、部活動指導員
５名、用務員７名を各学校に町で独自に配置
しています。非常勤講師は小・中学校におけ
る学習支援や生活支援、不登校児童生徒の学
校生活適応の支援を行っており、各学校に２
名ずつ配置しています。

タクシー料金の助成事業について伺い
ます。
在宅の70歳以上の交通手段のない方を
対象に、タクシー利用券500円分を年

間48枚配布しています。申請者数が251名
で利用枚数は2,282枚でした。来年度からは、
利便性を上げて利用率を伸ばすために、１回
の利用でタクシー利用券を２枚まで使用でき
るように変更します。

スタートアップ支援事業について伺い
ます。
町内で事業を営んでいない方が、個人
事業の開業届出を提出し、新たに町内

で事業を開始すること、また、町内に法人を
設立し、新たに町内で事業を開始される方に
対して、創業に必要な経費の一部を補助する
事業です。

中心市街地の活性化について伺います。

駅周辺を商業ゾーンとして位置づけ、
商業系や業務系施設等の立地を誘導し

ながら、地域のにぎわいづくりにつながる活
性化策を検討していきます。
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問

答
坂口　進治　議員

地方創生2.0の町の対応について伺いま
す。
地方創生2.0の政策の５本の柱　①『安
心して働き暮らせる地方の生活環境の

創生』　②『稼ぐ力を高め、付加価値創出型の
新しい地方経済の創生』　③『人や企業の地方
分散』　④『新時代のインフラ整備とAI・デジ
タルなどの新技術の徹底活用』　⑤『広域リー
ジョン連携』となっています。
　政策の５本の柱を加味しながら、施策を推
進しており、新たな人の流れを創出すること
と、結婚・出産・子育て支援を通じ、若い世
代が安心して暮らせる環境整備を進めていき
ます。
　地方創生2.0は、東京から地方に流れを促進
しようとするものなので、首都に近い自治体と
して、町の良さを宣伝していきます。また、地
域経済の活性化に向けては、創業支援・農業担
い手育成の推進、ふるさと納税返礼品の充実、
情報発信の強化に取り組み交流人口・関係人口
の拡大を図り、地域の稼ぐ力の強化に努めてい
きたいと思います。あわせて、デジタル化の推
進、電気自動車、住宅用太陽光発電、蓄電シス
テム、ゼロエネルギー住宅などへの補助による
脱炭素化の取り組み、健康づくりや生活環境の
充実に力を入れていきます。

安全・安心の町づくりについて伺います。

学校の体育館は、学習の場と避難所と
して活用しており、令和８年度中に中

学校２校の体育館と町体育センターに空調設
置工事を実施するとともに、小学校５校は令
和９年度以降設置予定です。防犯対策につい
ては、巡回パトロール、防犯灯設置、家庭用

防犯対策費補助を行っています。

少子高齢化対策について伺います。

総合サポートセンターではワンストッ
プで諸問題に対応し、こども家庭セン

ターでは子育て短期支援事業や子育て世帯訪
問支援事業を進めています。経済支援として
出産祝い金一律３万円、入学祝い金一律１万
円相当の記念品、小・中学校の給食費の全額
補助を行います。高齢者支援については、高
齢者補聴器購入費補助事業、軽度生活支援事
業、配食サービス事業、高齢者外出支援事業
など行っていきます。読書活動の推進につい
ては、キラリと光る読書のまち野木を宣言し
読書のまちづくりに取り組んでいます。

町の活性化策について伺います。

農業支援として、新規就農者支援、大
規模化を図る上で法人化の推進、グリー

ン農業の推進などに取り組んでいきます。
　道の駅の具体的な機能・施設は、情報発信
基地、キッズランド、防災施設などを予定し
ています。ゼロカーボンシティについて、令
和６年10月より燃やすしかないゴミの分別
により、焼却量が減少し温室効果ガスが削減
されています。

地方創生2.0の政策は５本の柱
で構成されている

地方創生 2.0 の
町の対応について

野木第二中学校体育館
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問

答
野田　光典　議員

国際交流協会を活用し
交流の和を広げる

外国人との共生社会のあり方は

外国人の居住者が増加している現在、
地域コミュニティへの参画で、住民が

共に暮らしやすい環境の構築を図れると考え
ますが、行政としてこれを推進していくため、
ロードマップを作成しているか伺います。

転入される方については、ゴミの収集
が最も問題となることだと考えます。

ゴミ分別のルールや集積所利用のマナーをお
守りいだくことが、転入外国人の方たちの地
域コミュニティへの参画において重要なポイ
ントと考えております。

外国人の方が多数転入されていますが、
外国人の転入による強みと課題を教え

ていただきたい。
企業の現場では少子高齢化、人口減少
が進む中で労働力不足が課題となって

いるところですが、事業継続のために多くの
企業で外国人労働者の受け入れを行っていま
す。一方、各地域で文化や風習、ルールの違
いによって、あつれきやトラブル、一部の外
国人の方による犯罪や迷惑行為など、皆様が
不安に感じていることも承知しているところ
です。

国際交流協会の活動内容についてお聞
きします。
バーベキューや日本語教室、公民館ま
つり等で、交流の輪を広げています。

外国人の相談にすぐに対応できる窓口
を役場に置く考えはあるか伺います。
スマホアプリ等の翻訳機能があります
ので、現在もその機能を駆使しながら

対応しています。

道路に併設された側溝について伺いま
す。今まで側溝が詰まって道路に水が

溢れ出した、なんとかして欲しいという申告
があったかお聞きします。

今年度において１件ありました。ごみ
が側溝内に詰まっていたという事で、

職員が蓋を開けてごみを取り除くことで解消
しました。

側溝は、継いである所から草が伸び、
景観が悪く、目障りだ、何とかしてほ

しいと、そんな話がありました。
　また、道路に面したところの土地所有者が
砂利を敷いて駐車場にしているところがある
が、砂利石が側溝の中に相当入っていて、側
溝の意味をなさない所がある。土地の所有者
に話をしてもなかなからちがあかない。あれ
は町がやるものだと思っている人もいるのか。
掃除を拒否された場合はどのような対応をす
ればよいのか、町の方針を教えてください。

まずはその状況等、都市整備課にご相
談いただいて、町で対応いたします。

砂利敷き駐車場の側溝
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問

答
久木　亘佑　議員

本町における創業支援制度の内容と利
用実績について伺います。
現在、野木町中小企業振興資金融資制
度による融資や、産業競争力強化法に

よる認定を受けた創業支援事業計画による創
業支援事業を行っています。さらに、令和８
年度より、新たに創業を行う方を支援する「野
木町スタートアップ支援事業」を実施する予
定です。

融資上限500万円は、昨今の設備費高
騰を踏まえ、不十分と考えますが見直

しの検討を行っているのか伺います。
物価高騰等の状況と近隣市町の融資状
況を鑑みて、見直し等を図っていきた

いと思います。

空き店舗活用と創業支援を連動させる
考えはあるのか伺います。
現時点では行っていませんが、今後は、
スタートアップ支援事業等の情報を提

供して、相互に連携を図りたいと考えていま
す。

創業者が３年後も町内で事業を継続で
きるための「伴走型支援」が大切だと思

いますが、町の見解を伺います。
伴走型支援として経営課題について支
援者側と一緒に考えていく姿勢が重要

であり、創業者に気づきを与えて、自ら行動
しようという動機を生むことが可能になると
考えます。

ふれあいサロンのサポーター会議を行
っていますが、人材の掘り起こしや後

継者育成の取組があるのか伺います。
各サロンの実情に応じて対応していき
たいと考えています。

ホームページ等でふれあいサロンの情
報を得にくい状況ですが、SNSを活用

した周知を行うことは可能なのか伺います。
現在は、総合サポートセンターひまわ
り館の情報誌「よりそい」でお知らせを

しています。今後は、各サロンの活動内容が
わかるチラシを作成予定で、ホームページ・
SNSを活用した周知を考えています。

以前質問した、日用品バンクの検討は
いかがでしょうか。
「おさがり会」で日用品の無償譲渡を試
行的に行いたいと考えています。

多くの方が支援を受けられるために常
設型の日用品バンクが必要だと思いま

すが、検討いただけますか。
今後、調査研究をさせていただければ
と思います。

町の将来もかかっていると認識

地域経済の担い手減少の現状は

野野木木町町総総合合ササポポーートトセセンンタターー「「ひひままわわりり館館」」

野野木木町町大大字字丸丸林林５５８８２２－－１１

００２２８８００－－３３３３－－６６８８７７８８

月月～～土土曜曜日日 ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５ 祝祝日日・・年年末末年年始始はは除除くく

食食品品ロロススのの削削減減とと未未利利用用食食品品のの有有効効利利用用にによよりり、、食食料料支支援援をを必必要要ととすするる人人をを支支

援援すするる取取りり組組みみでですす。。

〇〇野野木木町町総総合合ササポポーートトセセンンタターーひひままわわりり館館 月月～～土土曜曜日日 ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５ ※※祝祝日日・・年年末末年年始始をを除除くく

〇〇野野木木町町ボボラランンテティィアア支支援援セセンンタターーききららりり館館 火火～～日日曜曜日日 ９９：：００００～～１１６６：：００００ ※※年年末末年年始始をを除除くく

〇〇野野木木町町老老人人福福祉祉セセンンタターーホホーーププ館館 月月～～金金曜曜日日 ８８：：３３００～～１１７７：：１１５５ ※※祝祝日日・・年年末末年年始始をを除除くく

賞賞味味（（消消費費））期期限限がが33ヶヶ月月以以上上残残っってていいるる
常常温温保保存存可可能能なな食食品品

〇〇缶缶詰詰、、レレトトルルトト食食品品、、イインンススタタンントト食食品品、、パパススタタ・・ううどどんん等等のの乾乾麺麺、、

乳乳幼幼児児食食品品、、醤醤油油・・味味噌噌等等のの調調味味料料、、白白米米、、長長期期保保存存食食

※※ 食食料料はは個個人人及及びび企企業業よよりりごご提提供供いいたただだけけまますす。。

※※ 一一部部おお受受取取りりのの出出来来なないい食食品品ももごござざいいまますす。。

野野 木木 町町 フフ ーー ドド ババ ンン クク

ごご提提供供（（寄寄付付））いいたただだききたたいい食食品品

食食品品のの受受付付場場所所・・時時間間

フフーードドババンンククととはは？？

相相談談・・問問合合せせ先先

未未開開封封のの食食品品ををおお願願いいししまますす

食食料料ににおお困困りりのの方方へへおお配配りりししまますすののでで、、野野木木町町総総合合ササポポーートトセセンンタターー

ににごご相相談談くくだだささいい。。※※食食料料ををおお配配りりすするるたためめににはは一一部部条条件件ががごござざいいまますす。。

食食料料ににおお困困りりのの方方ははごご相相談談くくだだささいい

日東工業

フードバンクチラシ
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問

答
宮﨑 美知子　議員

法的・衛生面等クリアできれば
速やかに対応してまいりたい

食物アレルギー代替弁当の
配食協力はできないか

学校給食食物アレルギー対応で、８年
度から卵の除去食が新橋小と野木中で

始まります。改めて、対応が必要な児童生徒
数と９年度からの対応について伺います。

現在117人で全体の約6.8％。その内、
対応不要や自己除去が６割で、４割が

一部または完全弁当持参です。アレルゲンは
卵が一番多いです。
　アレルギー対応給食は、町として初めての
取り組みとなり、秋頃までに開始したい。
　全校実施には給食センター方式の導入が条
件であると思われ、それを視野に調査研究し
てまいりたいと思います。

給食センター建設時期の目途と、その
間の対応について伺います。
最低５年はかかると見込んでいます。
その間も、対応が可能であれば実施校

を増やしていきたいと考えています。

現在、数名の児童が古河市の特定非営
利活動法人の代替弁当を利用されてい

ます。保育園の調理室でつくられており、日
替わり１種類１献立の安全なものです。町と
してこの様な情報提供など、必要とする児童
生徒に寄り添うことはできないか伺います。

情報提供は、学校と管理栄養士が保護
者と面談するときに適宜しています。

事業者が、各校への配食に手が回らな
いような時の町協力について伺います。
事業者からそのようなお話がありまし
たら、法的・衛生面等について検討し、

速やかに対応していきたいと考えています。

町長も、事業者が発行する代替弁当の
冊子を読んでいただけますか。
承知いたしました。見学できるようで
すので行ってみたいと思っております。

学校給食調理業務委託で働く調理員の
人件費は、未曽有の物価高騰の中にあっ

ても平成30年度まで在籍されていた町調理
員の約３分の１と推測されます。
　業務委託調理員１人当たり人件費の、町の
算出基準や考え方について伺います。

町が共通仕様書を提示し、事業者３社
程から見積もりを徴収し、その中で一

番低い額を設計額としています。
　学校ごとに調理員総額で設計しており、町
は、一人当たりの人件費は把握していません。

建物清掃や給食調理業務など、複数年
にわたる業務委託契約については、実

体経済に合わせ適切な価格転嫁が図られるよ
う、スライド制の導入を提案いたします。

現在のところ考えておりません。

事業者発行の冊子より（抜粋）
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問

答
館野　孝良　議員

人口減少に伴う町施設の更新と統廃合
についての質問ですが、今後の町の人

口減少をどう認識しているか伺います。
次期総合計画では人口減少を抑制する
施策を効果的に打ち出すことで、10年

後の人口を23,000人で抑えるよう設定して
います。目標人口をキープできるよう、将来
に希望が持てるような地域づくりに全力で取
り組みます。

町施設の更新と統廃合を長期的な視野
で考えているか伺います。
公共施設について、複合化や民間施設
としての利用など、施設の数を減らし

ても公共施設としての機能が維持できるよう
工夫し、維持管理の平準化を行うとともに、
持続可能な財政運営を進めるよう考えていま
す。現在のところ学校の統廃合は考えていま
せん。

2050年の町の人口をどのくらいと予想
していますか。
社会保障・人口問題研究所では18,370
人としています。新しく作る人口ビジ

ョンでは、各種施策を実施することで、
2060年の人口を19,000人に抑えるような推
計をしています。

町の景観維持についてですが、町内の
緑が急速に失われている現況をどう考

えているか伺います。
緑の基本計画で保全すべき平地林の
ゾーニングを指定しています。しかし、

最近の太陽光発電施設への転換は、契約がま
とまった後にしか把握できないので、苦慮し
ていることも事実です。平地林の保全につい
ては美しい景観の一つとして、皆さんに認め
ていただくよう検討してまいります。

令和６年９月議会でも自然共生サイト
について質問していますが、その後の

進展はあったのでしょうか。
今現在、サイト登録には至っていませ
ん。前向きに検討します。

日本ファーストや人間ファーストでは
なく地球ファーストと思えば、人口が

減るのは良いことだと考えてしまいます。町
長はどう思いますか。

規模ではなく、人口の構成メンバーの
一人一人の幸せを考えていく、そうい

う数によらず、環境の整備に心を尽くしてま
いりたいと思っております。

2060年で19,000人に抑えたい

町の将来の人口予想は

解体される「ゆ〜らんど」
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問

答
梅澤　秀哉　議員

地域の担い手不足と退会者の
増加

自治会及び分館が抱える課題は

町から各分館に支給する予算はどのく
らいですか。
一番少ない佐川野学区分館が47万
8,000円、一番多い新橋学区分館が58

万3,000円となっています。

町からの予算の他に自治会に分館費を
求めている例もあります。

　分館の事業はその学区内に住んでいる方全
体が対象とのことなので、住民全員が加入し
ていない自治会から負担金を求めることには
違和感があります。
　町からの予算内で活動するのが基本だと思
いますが、この点をどう考えますか。

各分館の規約に自治会の負担金が記載
されていますので、規約改正を行えば

自治会の負担金はなくなるものと思います。

参加者の定員が決まっている事業では、
申し込んだが参加できないことが起こ

ります。参加する・しないは個人の判断です
が、希望者が参加できるのが本来の分館の事
業ではないかと考えています。
　どのように思いますか。

事業を計画する際には、住民の様々な
年代に適合した事業内容を計画してい

ただけるよう、分館
長との合同会議の
中でお願いして参
りたい。

今まで町は「自治会は住民の任意組織」
だからといって、自治会の問題に対し

て親身に寄り添ってこなかったと感じていま
す。この点についてどのように考えますか。

相談内容によっては対応に限界がある
場合や、なかなか解決に至らないこと

もありますが、問題点を共有して良い解決策
を一緒に考えていきたいと思っています。

町内外における自治会からの退会を防
ぐための対策事例を、自治会長に情報

提供することも必要だと思いますが、どのよ
うに考えますか。

自治会の退会を防ぐための対策事例に
ついては、県の自治会連合会や他市町

とも情報を共有しながら、良い対策や事例が
あれば各自治会長と情報共有していきたいと
考えています。

以前、上下水道事業の広報誌を発行し
ましたが、今後も続けますか。
上下水道事業に対するご理解を深めて
いただきたいと思っているので、随時

発行していきたいと考えています。誰でも参加できる
どんど焼き
（新橋学区分館）
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野木町議会のページ野木町議会のページ
（野木町公式HP内）
議会の情報はこちらから
ご覧いただけます。

 

URL ： 
http://www.town.nogi.lg.jp/page/dir.000066.html

野木町議会

＊ 編 集 後 記 ＊
野木町議会では10年を経過した「野木町議会

基本条例」の見直しを含め、さらなる議会改革
を進めるために、昨年６月議会で「野木町議会
改革特別委員会」を設置しました。
委員会では３分科会に分かれての審議となり、

今年６月議会で改革案をまとめることにしまし
た。第１分科会では議会の機能強化、第２分科
会では情報開示と品位保持、第３分科会では町
民参加についての検討や審議を進めてきました。
各分科会の審議結果を全体会議でさらに討議

し、最終的な改革案に積み上げてまいります。
新たな改革案として予算決算常任委員会の特

別委員会への変更、本会議の一般質問の動画配
信、議会サポーター制度の導入などが挙げられ
ています。
野木町議会はさらなる議会力の向上に邁進し

てまいります。

議会だより編集委員　　館野　孝良　

議会の主な活動記録議会の主な活動記録

行政視察の受け入れ行政視察の受け入れ

令和８年
　１月２０日（火）　議会運営委員会
　　　　　　　　　議会全員協議会
　　　　　　　　　第１回野木町議会臨時会
　２月 ４日（水） 議会全員協議会
　　　　　　　　　議会改革特別委員会
　　　１０日（火）　山形県高畠町議会視察対応
　　　1８日（水）　議会運営委員会
　　　1９日（木）　第３回栃木県町村議長会
　　　　　　　　　　議長研修・議長会議
　　　２５日（水）　議会全員協議会
　３月　３日（火）～１７日（火）　
　　　　　　　　　第２回野木町議会定例会

　３月　５日（木）　議会改革特別委員会
　　　　６日（金）　総務経済常任委員会
　　　　　　　　　文教民生常任委員会
　　　　９日（月）～１１日（水）・１３日（金）
　　　　　　　　　予算決算常任委員会
　　　１７日（火）　議会運営委員会
　　　　　　　　　議会全員協議会
　　　２５日（水）　議会全員協議会
　　　　　　　　　予算決算常任委員会
　４月　４日（土）　消防団辞令交付式
　　　１５日（水） 議会全員協議会
　　　　　　　　　議会改革特別委員会

《編集発行　議会だより編集委員会》

委 員 長　久木　亘佑　　副委員長　梅澤　秀哉
委 　 員　宮﨑美知子　　委　　員　館野　孝良
委 　 員　小川　信子　　委　　員　野田　光典
〒 329-0195 栃木県下都賀郡野木町丸林 571
TEL 0280-57-4106　FAX 0280-57-4190
E-mail：gikaijimukyoku@town.nogi.lg.jp

　令和８年２月 10日、山形県高畠町
議会の議会運営委員会の皆様が行政視
察で来庁しました。
　野木町議会からは、議長、議会運営
委員並びに各委員会の委員長が出席
し、「議会活性化の取り組みについて」
をテーマに、議会基本条例や町民と議
会による意見交換会、議会改革特別委
員会及び予算決算常任委員会等の取組
状況について説明後、熱心な質疑応答
や意見交換が行われました。

ようこそ
野木町議会へ！


